
第

五
回

平
成

一
一十
六

(
一
一〇

一
四
)
年
九
月

一
一十
日

「
西
宮
雅
楽
多
宗
」
の
人
々

(
一
)
戦
前
編

-
趣
味

人
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
成
立

・
展
開
1

山

内

英

正

(や
ま
う
ち
・ひ
で
ま
さ
)

は
じ
め
に

私
は
西
宮
の
セ
ミ
ナ
ー
や
公
民
館
講
座
で
、
普
段
は
・王
と
し
て

『
万
葉
集
』
の
講
座
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、
実
は
歴

史
学
が
専
門
で
、
甲
陽
学
院
に
勤
務
し
て
か
ら
は
教
育
史
や
地
域
史
に
関
わ
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
『
万
葉

集
』
は
大
学
入
学
以
来
、
私
の
恩
師
の
犬
養
孝
先
生

(
万
葉
学
者
、
晩
年
は
西
宮
在
住
)
の
傍
ら
で
、
門
前
の
小
僧
と
し
て

学
び
、
『
万
葉

こ
こ
ろ
の
風
景
』
(和
泉
書
院
、
二
〇

一
一
年
)
や

『
犬
養
孝
揮
毫
の
万
葉
歌
碑
探
訪
』
(犬
養
と
共
著
、
和

泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
)
な
ど
を
上
梓
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
国
文
学
専
攻
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
歴
史

学
と
文
学
は
繋
が
り
が
な

い
よ
う
で
、
実
は
あ
る
の
で
す
。
歴
史
は
事
実
の
真
実
を
探
求
し
、
文
学
は
心
情
の
真
実
を
探

求
し
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
の
真
実
は
互
い
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、
そ
の
時
代
の
そ
の
出
来
事
を
理
解
す
る
視
点
と
な
る
の

で
す
。
恩
師
か
ら
こ
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
日
は
、
主
に
西
宮

で
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
自
由
闊
達
に
、
そ
し
て
批
判
精
神
と
遊
び
心
を
持

っ
た
地
域
の

人
々
の
戦
前
編
の
お
話
を
し
ま
す
。
そ
の
結
社
は

「西
宮
雅
楽
多
宗
」
と
言

い
ま
し
た
。

こ
の
存
在
は
西
宮
で
は
忘
れ
ら
れ
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た
存
在
で
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
京
都
の

「書
林
か
み
か
わ
」
か
ら
、
私
が

い
た
だ
い
た
古
写
真
九
十
五
葉
の
中
に
、
「
西

宮
雅
楽
多
宗
」
関
係
の
写
真
が
少
な
く
と
も
二
十
六
葉
あ

っ
た
の
で
す

(末
尾
の
追
記

(
1
)
を
参
照
)
。
当
初
こ
の
団
体

の
こ
と
は
分
か
ら
な
か

っ
た
の
で
、
現
在
、
私
が
評
議
員
を
務
め
て
い
る

「白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
」
に
解
明
の
糸
口
が

見

つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
て
、
同
館
で
調
査
し
ま
し
た
。
当
時
、
研
究
員
で
あ

っ
た
寺
岡
武
彦
氏
の
協
力
を
得
て
、

「
西
宮
市
笹
部
桜

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
(同
館
寄
託
)
の
中
に
、
戦
後
の
例
会
案
内
葉
書
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
し
か

し
戦
前
の
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

早
速

「
レ
ト

ロ
絵
は
が
き

世
相
く

っ
き
り
」
(『
朝

日
新
聞
』
二
〇
〇
四
年

一
月
十
七
日
、
夕
刊
)
と
し
て
紹
介
さ

れ
、
寺
岡
氏
か
ら
こ
の
話
を
聞
か
れ
た
須
崎
愼

一
氏

(神
戸
大
学
教
授
)
が
人
変
関
心
を
持
た
れ
、
こ
れ
ら
の
葉
書
案
内

に
つ
い
て

「
戦
後
意
識
を
探
る

「
西
宮
雅
楽
多
宗
」
ハ
ガ
キ
通
信
を
手
が
か
り
に
」
(
『
日
本
文
化
論
年
報
』
第
十

一
号
、

二
〇
〇
八
年
)
と
し
て
紹
介
し
、
執
筆

・
編
纂
担
当
の

『
西
宮
現
代
史

第
三
巻

社
会

・
教
育

・
経
済
資
料
編
』
(西
宮
市
、

二
〇
〇
四
年
)
と

『
西
宮
現
代
史

第

一
巻
H
』
(
西
宮
市
、
二
〇
〇
七
年
)
に

一
部
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ら
の

た
め
に
資
料
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
西
宮
市
の

"正
史
"
の
中
に

「
西
宮
雅
楽
多
宗
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
の
で
す
。
な
お
、
私
も

「
『
西
宮
雅
楽
多
宗
の
鈴
塚
』
に
つ
い
て
」
(『
土
鈴
愛
好
家

の
足
跡
と
鈴
塚

神
戸
土

鈴
友
の
会
二
十
周
年
記
念
特
別
号
』
、
神
戸
土
鈴
友
の
会
、
二
〇
〇
六
年
九
月
)
、
「『
西
宮
雅
楽
多
宗
』
の
写
真
史
料
に
つ
い

て
」
(
『栞
』
第

一
五

]
号
、
神
戸
土
鈴
友
の
会
、
二
〇

一
四
年

一
月
。
拙
著

『歴
史
と
と
も
に
1
私
記
録
1
』
、
漫
沃
書
房
、

二
〇

一
四
年
に
所
収
)
な
ど
の
論
考
を
著
し
て
い
ま
す
。

な
か
よ
し
は

つ
ち
ょ
う

私
が

「
西
宮
雅
楽
多
宗
」
に
辿
り
着
い
た
こ
と
に
は
、
前
史
が
あ
り
ま
す
。
夙
川
河

口
近
く
の
中
葭
原
町
に
現
在
、
甲
陽
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学
院
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
同
地
に
は
昭
和
二
十
三

(
一
九
四
八
)
年
三
月
末
ま
で
、
甲
陽
高
等
商
業
学
校

(
の
ち
時
局

の
要
請
に
よ
っ
て
甲
陽
工
業
専
門
学
校
に
転
換
)
が
あ

っ
た
の
で
す
。
そ
の
図
書
館
の
書
庫
の
中
に
瓦
や
±
器
な
ど
の
考

古
遺
物
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は

こ
れ
ら
の
遺
物
が
、
戦
前
、
大
阪
の
大
蒐
集
家
の
趣
味
人
、
三
宅
吉
之
助
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の

一
部

で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。
甲
陽
高
等
商
業
学
校

の
保
護
者
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
伝
承

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
過
程
は
今
も
不
明
で
す
。
そ
し
て
私
は
考
古
学
者

の
黒
田
慶

一
・
矢
野
健

]
の
両
氏
や
辰
馬
考
古
資

料
館
の
協
力
を
得
て
、
『甲
陽
学
院
所
蔵

旧

「宇
津
保
文
庫
」
考
古
資
料
目
録

瓦
編
』
(
学
校
法
人
辰
馬
育
英
会
甲
陽
学

院
高
等
学
校

・
中
学
校
、

一
九
九
八
年
)
、
『
甲
陽
学
院
所
蔵

旧

「宇
津
保
文
庫
」
考
古
資
料
目
録

土
器
編

(瓦
類
補
遺
)
』

(
二
〇
〇
〇
年
)
を
刊
行
し
ま
し
た
。
三
宅
吉
之
助
は
大
阪
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
趣
味
団
体
に
加
わ
り
、
家
督
を
継
い
で
か

ら
は
不
労
所
得
で
趣
味
人
、
文
化
人
と
し
て
生
涯
を
お
く

っ
た
人
で
す
。
笹
部
桜

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
笹
部
新
太
郎
と
同
じ

で
す
。
三
宅
が
属
し
て
い
た
様
々
な
趣
味
団
体
に
、
「西
宮
雅
楽
多
宗
」
の

一
部
の
人
々
も
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
「
類
は
友

を
呼
ぶ
」
の
世
界
で
す
。
戦
前
、
横
浜
市
に
は

『
い
も
つ
る
』
と
い
う
機
関
誌
を
出
し
て
い
た
趣
味
人
の
団
体
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
代
風
に
言
え
ば
、
「
い
も
つ
る
」
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
「趣
味
」
と
は
何
ぞ
や
。
比
較
的
新
し
い

『新
明
解
国
語
辞
典
』
(
三
省
堂
)
に
は
、
次
の
よ
う
に
書

い
て
あ
り
ま

す
。
①

「
そ
の
も
の
を
深
く
知
る
こ
と
に
よ

っ
て
味
わ
え
る
独
特
の
良
さ
」
、
②

「利
益
な
ど
考
え
ず
、
好
き
で
し
て
い
る

物
事
」
、
③

「選
ん
だ
物
事
や
行
動
の
傾
向
を
通
し
て
知
ら
れ
る
そ
の
人
の
好
み
の
傾
向
」
。
①
は
色
々
な
も
の
を
集
め
て

い
る
う
ち
に
、
集
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
も

っ
と
奥
を
深
め
た
い
、
研
究
し
た
い
と
思
う

こ
と
で
す
。
そ
し
て
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
楽
し
く
な

っ
て
い
く
の
で
す
。
②
は
実
学
と
は
ほ
ど
遠

い
人
文
系
、
教
養
系
の
学
問
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で

一91一



す
。
金
儲
け
、
実
利
の
対
極
で
す
。
金
銭
が
人
変
か
か
る
趣
味
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な

い
趣
味
も
あ
り
ま
す
。

③
は

「
あ
な
た
の
ネ
ク
タ
イ
の
趣
味
は
良

い
。
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
あ
い
で
す
。

一
般
に
は
①
と
②
の
意
味
あ
い
で
使

い

ま
す
。

、
戦
前
の

「西
宮
雅
楽
多
宗
」
の
活
動

大
正
時
代
の
半
ば
頃
か
ら
昭
和

の
始
め
に
か
け
て
、
全
国
各
地
に
爆
発
的
に
様
々
な
趣
味
人
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
が
誕

生
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
に
も
江
戸
・大
坂
・
京
都
・
長
崎

の
み
な
ら
ず
、
学
芸

・文
化
を
尊
ぶ
諸
藩
の
都
市
に
も
、

様
々
な
結
社
が
あ
り
ま
し
た
。

「
西
宮
雅
楽
多
宗
」
は
人
正
五

(
一
九

工
ハ
)
年
五
月
五
日
午
後
五
時
五
十
五
分
に
、
音
馬
福
蔵
宅

(西
宮
市
本
町
八
〇
)

で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
時
代
か
ら
西
宮
神
社
の
門
前
周
辺
に
住
ま
う
人
々
の
交
流
の
中
か
ら
、
自
慢
の
蒐
集
品
の
見

せ
合

い
や
懇
親
を
深
め
る
活
動
を
不
定
期
で
始
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
定
期
化
し
た
の
で
す
。
『
西
宮
新
聞
』

(
昭
和
二
十
八

(
]
九
五
三
)
年
八
月
十
五
日
)
に
は
、
永
井
清
司
の
紹
介
記
事
に
、
「雅
楽
多
宗
と
は
大
正
時
代
か
ら
あ

る
西
宮
の
名
物
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
成
さ
れ
る
以
前
に
前
史
が
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

「雅
楽
多
」
は

「雅
な
楽
し
み
多
し
」
と
洒
落

て
い
る
の
で
す
が
、
「が
ら
く
た
」
は
普
通

「瓦
落
多
」
を
借
字
と
し
ま
す
。

『新
明
解
国
語
辞
典
』
に
は

「
そ
の
人
に
と

っ
て
は
価
値
の
な

い
雑
多
な
道
旦
ハ
(品
物
)
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
物

で
あ

っ
て
も
、
蒐
集
し
て
い
る
人
、
そ
れ
に
愛
着
し
て
い
る
人
に
と

っ
て
は
、
「が
ら
く
た
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
甲
陽
学
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院
の
書
庫
に
あ
っ
た
瓦
は

「
瓦
落
多
」
故
に
、
私
の
目
に
留
ま
る
ま
で
誰
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

一
生
懸

命
に
蒐
集
し
て
も
、
本
人
が
亡
く
な
れ
ば
打
ち
棄

て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
散
逸
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
価
値
な
き
も

の
と
見
な
さ
れ
た
も
の
で
も
、
後
世
に
文
化
財
、
生
活
財
な
ど
と
し
て
の
資
料
的
価
値
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

人
正
年
間
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
東
京
に
は

「我
楽
他
宗
」
と
称
し
た
団
体
が
あ
り
ま
し
た
。
当
初

は

「我
楽
多
宗
」
と

称
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
団
体
は
三
田
平
凡
児

(林
蔵
)
が
中
心
に
な

っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
大
阪
で
は
大
正
の
終
わ

り
頃
に

「道
楽
宗
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
で
き
ま
す
。
私
は
こ
の
大
阪
グ
ル
ー
プ
の
珍
し
い
資
料
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
西

宮
の

「雅
楽
多
宗
」
も
こ
れ
ら
に
触
発
さ
れ
て
結
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

「雅
楽
多
宗
」
の
宗
員
数
は
西
国
三
十
三
札
所
巡
り
に
な
ぞ
ら
え
て
、
三
十
三
人
で
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
周
り
に
は
宗
員

で
は
な
い
同
好
の
士
が
い
ま
す
。
欠
員
が
出
れ
ぼ
入
る
の
で
す
。
結
成
時
の
宗
員
の
氏
名
と
宗
員
番
号
の
対
応
は
、
ま
だ

ほ
と
ん
ど
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
が
所
蔵
す
る
宝
物
展
覧
会

の
記
念
合
同
写
真
の
記
章
の
宗
員
番
号
や
、
個
人
写
真
に

写
っ
て
い
る
宗
員
番
号
か
ら

一
部
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

「
道
楽
宗
」
は
希
望
者
が
多
く

い
た
の
で
、
「別
院
道
楽
宗
」
や

「新
道
楽
宗
」
も
で
き
、
三
十
三
人

×
三
11
九
十
九
人
に

も
宗
員
が

い
ま
し
た
。

「雅
楽
多
宗
」
の
戦
前
の
活
動
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
便
宜
上
、
行
事
の
開
催
年
月
日
を
各
項
目
の

冒
頭
に
記
し
、
私
が
所
蔵
し
て
い
る
記
念
写
真
が
あ
る
も
の
に
は
※
印
を
付
け
ま
し
た
。
日
付

の
空
白
は
、
戦
災
で
記
録

帳
が
失
な
わ
れ
た
た
め
生
じ
ま
し
た
。
甲
子
の
日
な
の
で
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
空
白
に
し
て
お
き
ま
し
た
。

(

)
内
は
行
事
が
行
な
わ
れ
た
会
場
で
す
。
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昭
和
五
年
五
月
五
日
午
後
五
時
五
十
五
分

昭
和
五
年
八
月
八
日

昭
和
六
年
四
月

昭
和
六
年
十
月
十

一
日

昭
和
六
年
十
月
十

一
日
か

昭
和
七
年
四
月

昭
和
七
年
十
月
九
日

昭
和
八
年
四
月

昭
和
八
年
十
月
八
日

昭
和
九
年
四
月

昭
和
九
年
五
月
十
三
日

昭
和
九
年
十
月
二
十
八
日

昭
和
十
年
四
月

昭
和
十
年
十
月
一
一十
日

昭
和
十

[
年
四
月
十
二
日

昭
和
十

一
年
十
月
十

一
日

昭
和
十
二
年
四
月
七
日

「西
宮
雅
楽
多
宗
」
開
創

(音
馬
福
蔵
宅
)

※
第

一
回
宝
物
展
覧
会

(西
宮
市
立
幼
稚
園
)つ

と
く

れ

は
ち

ょ

う

第

一
回
甲
子
展

(浄
願
寺

現
、
西
宮
市
津
門
呉
羽
町
八
-

三
二
)

※
第
二
回
宝
物
展
覧
会

(西
宮
市
公
会
堂
)
※
武
庫
郡
公
会
堂

現
、
西
宮
市
勤
労
会
館
の
場
所

※
第
二
回
宝
物
展
覧
会
懇
親
会

(西
宮
市
役
所
地
下
食
堂
)

第
二
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)

※
第
三
回
宝
物
展
覧
会

(西
宮
市
公
会
堂
)

第
三
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)

※
第
四
回
宝
物
展
覧
会

(西
宮
市
公
会
堂
)

第
四
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)

※

西
宮
郷
土
鈴
頒
布

※
第
五
回
宝
物
展
覧
会

(西
宮
市
公
会
堂
)

第
五
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)

※
第
六
回
宝
物
展
覧
会

(西
宮
市
公
会
堂
)

第
六
回
甲
子
展

(浄
願
寺
説
教
所
、
西
宮
市
一戸
田
町
六
-

二
六
)

※
第
七
回
宝
物
展
覧
会

(西
宮
市
公
会
堂
)

第
七
回
甲
子
展

(浄
願
寺
説
教
所
)
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昭
和
十
三
年
四
月
二
日

昭
和
十
四
年
五
月
二
十
七
日

昭
和
十
五
年
五
月
二
十

一
日

昭
和
十
五
年
八
月
四
日

昭
和
十
六
年
五
月
十
六
日

昭
和
十
七
年
四
月

昭
和
十
八
年
四
月

昭
和
十
九
年
四
月
三
十
日

第
八
回
甲
子
展

(浄
願
寺
説
教
所
)

第
九
回
甲
子
展

(浄
願
寺
説
教
所
)

第
十
回
甲
子
展

(浄
願
寺
説
教
所
)

※
鈴
塚
建
碑
除
幕
式

(浄
願
寺
説
教
所
)

第
十

一
回
甲
子
展

(浄
願
寺
説
教
所
)

第
十
二
回
甲
子
展

(浄
願
寺
説
教
所
)

第
十
三
回
甲
子
展

(浄
願
寺
説
教
所
)

第
十
四
回
甲
子
展

(浄
願
寺
説
教
所
)

毎
年
行
な
わ
れ
た
最
大
の
行
事
は
宝
物
展
覧
会
だ

っ
た
の
で
、
毎
回
、
記
念
の
合
同
写
真
が
プ

ロ
の
写
真
屋
に
よ

っ
て

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
第

一
回
は
西
宮
市
立
幼
稚
園
で
し
た
が
、
第
二
回
か
ら
は
西
宮
市
公
会
堂
が
使
用
さ
れ
ま

し
た
。
各
写
真
の
裏
に
は
鉛
筆
書
き
で
、
撮
影
年
月
日
も
し
く
は
年
月
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
第
七
回
の
も
の
に
は

「西

宮
に
お
別
れ
記
念
」
と
鉛
筆
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
の
所
蔵
者
が
転
勤
な
ど
の
理
由
で
、
以
後
、
雅
楽
多
宗

の
活
動
に

タ

ロよ

　
ボ

参
加

で
き
な
く
な

っ
た
た
め
か
と
、
当
初
思

っ
て
い
ま
し
た
。
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
堀
内
冷

コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
に
、
そ
の
事
情
を
物
語
る
資
料
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
雅
楽
多
宗

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
浅
田

耕

一
郎

(柳

一
)
が
、
昭
和
十

一

(
一
九
三
六
)
年
十
月
十

一
日
に
催
さ
れ
た
第
七
回
宝
物
展
覧
会
が
終
る
と
す
ぐ
に
、
ド

ン
ーー
キ
ホ
ー
テ
を
気
取

っ
て

「鮮
満
観
察
の
旅
」
に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の

「お
別
れ
の
こ
と
ば
」
の
葉
書
が
、
十
月
十
六
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日
午
後
二
時
、
敦
賀
出
航
の

「
さ
い
べ
り
や
丸
」
か
ら
雅
楽
多
宗

の
宗
員
ら
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
,
。
浅
田
は
西
宮
空
襲
で

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
す
べ
て
焼
失
し
ま
し
た
、
。
私
が
所
蔵
し
て
い
る
写
真
は
、
第
七
回
宝
物
展
覧
会
が
浅
田
の
送
別
会
を
意

識
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て
い
ま
す
と
、
浅
田
が

「渡
満
記
念
」
の
品
と
し
て

作

っ
た
±
鈴
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
京
劇
俳
優
の
顔
の
裏
に

「渡
満
記
念

耕

一
郎
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

戦
前
の
宝
物
展
覧
会
は
こ
れ
が
最
後
で
、
戦
後

の
昭
和
二
十

一

(
一
九
四
六
)
年
五
月
五
日
に
な

っ
て
、
第
八
回
で
は

な
く
番
外
扱

い
の
宝
物
展
覧
会
が

「戦
災
趣
味
品
追
悼
祭
」
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
昭
和
六

(
一
九
三

一
)
年
九
月
十
八

日
に
始
ま

っ
た
満
州
事
変
は
中
国
民
衆
の
抵
抗
を
招
き
、
昭
和
十

二

(
一
九
三
七
)
年
七
月
七
日
に
日
中
戦
争
と
な
り
、

戦
争
は
泥
沼
化
し
て
い
き
ま
す
。
浅
田
が

い
つ
帰
国
し
た
か
不
明
で
す
。
浅
田
の
不
在
に
加
え
て
日
中
戦
争
開
始
が
、
宝

物
展
覧
会
の
中
断
の
理
由
で
す
3。

毎
年
行
な
わ
れ
た
甲
子
展
は
西
宮
の
甲
子
園
球
場
の
甲
子
に
因
ん
だ
洒
落
で
し
ょ
う
。
四
月
の
甲
子
の
日
に
浄
願
寺
で
、

昭
和
十

一
年
の
第
六
回
か
ら
は
同
年
竣
工
し
た
浄
願
寺
説
教
所
で
、
仲
間
内
で
小
規
模
に
行
な
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
も

昭
和
十
九
年
を
も

っ
て
休
止
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
拙
稿

「
『西
宮
雅
楽
多
宗
の
鈴
塚
』
に
つ
い
て
」
を
脱
稿
し
た
の
ち
、
鈴
木
博
久
氏

(神
戸
十
鈴
友
の
会
会
長
)
か

ら
私
に
次
の
①
～
⑥

の
資
料

コ
ピ
ー
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
ら
を
拙
稿
追
記
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

一
部

前
述
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
要
点
を
記
し
ま
す
。
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①

「第
七
回
雅
宝
展
御
案
内
」
昭
和
十

一
年
十
月
十

一
日
、
西
宮
市
公
会
堂
で
開
催
。



③ ②⑥ ⑤ ④

「第
七
回
甲
子
展
御
案
内
」
昭
和
十
二
年
四
月
七
日
、
浄
願
寺
説
教
所
で
開
催
。

こ
う
れ
い

よ

か
い

か
い

「好
鈴
に
因
る

『
七
つ
の
宝
の
鈴
』
御
案
内
」
昭
和
十
一
一年

一
月
十
一
一日
、
浄
願
寺
説
教
場

(所
)
で
開
催
。
「鈴
」
は

会
)
」
の
意
味
か
。

ざ
ん
し
ょ
ち
ょ
う

「宝
船
入
港
歓
迎
会
案
内
状
」
昭
和
十

一
年
三
月
八
日
、
順
心
寺

(西
宮
市
産
所
町
)
で
開
催
。

「西
宮
五
鈴
会
案
内
」
昭
和
十

一
年
六
月
七
日
、
西
宮
神
社
境
内
拝
殿
南
側
茶
店
で
開
催
。

「西
宮
五
鈴
会
案
内
」
昭
和
十
二
年
五
月
二
十
三
日
、
西
宮
神
社
境
内
拝
殿
南
側
茶
店
で
開
催
。

「鈴
会

(例

戦
前
に
お
い
て
も
、
雅
楽
多
宗
の
甲
子
展
や
宝
物
展
覧
会
の
折
に
は
、
案
内
状
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま

し
た
。
①

・
②

・
③
と
も
当
日
、
こ
の
案
内
状
を
持
参
し
た
者
に
は
土
鈴
が
記
念
品
と
し
て
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。
②
は
雅
楽

多
宗
有
志
の
音
馬
福
蔵

・
川
西
空
彌

・
多
喜
幸
三
郎

・
永
井
清
司
・
永
井
長
兵
衛

・
牧
金
逸

(壽
太
郎
)
・
小
塚
六
八
の
連
名
で

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
③
は
井
上
三
千
雄

・
多
喜
幸
三
郎

・
橘
彌
三
郎

・
永
井
清
司

・
中
川
京
三

・
阪
口
淳

(打
出
焼
二
代
目
阪

口
砂
山
)
・
宮
本
圓
心
の
連
名
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
④
は

「西
宮
五
鈴
会
」
の
会
員
五
人
に
、
二
人
加
え
た
合
計
七
人
の

連
名

で
案
内
状
が
出
さ
れ
て
お
り
、
記
念
土
鈴

の
頒
布
の
ほ
か
、
福
引
で
人
黒
天
立
像
が
景
品
と
な

っ
て
い
ま
す
。
雅
楽

多
宗
の
有
志
の
間
で
、
土
鈴
の
製
作
頒
布
は
意
外
と
早
く
か
ら
始
ま

っ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。

一97一



一
一、
雅
楽
多
宗
の
宗
員

発
足
時
の
宗
員
と
宗
番

(札
所
番
号
)
の
対
応
は
未
だ
確
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
第

一
回
か
ら
第
七
回
の
宝
物
展
覧
会

や
そ
の
他
の
記
念
写
真
に
写

っ
て
い
る
人
物
で
、
氏
名
が
判
明
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
。
宝
物
展
覧
会
の
記
念
撮
影
写
真

の
人
物
の
う
ち
、
胸
に
付
け
た
記
章
の
漢
数
字

の
宗
番
が
読
み
取
れ
た
も
の
に
は
、
そ
の
番
号
を
記
し
ま
し
た
。
ル
ー
ペ

で
読
み
取
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
読
み
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
七
枚

の
宝
物
展
覧
会
記
念
撮
影
写
真
に
写

っ
て

い
る
人
物
の
数
は
、
三
十
三
人
で
は
な
く
十

一
～
二
十
二
人
で
す
。

戦
後
の
宗
番
は
、
「雅
楽
多
宗
宗
意
」
(昭
和
二
十
三

(
一
九
四
八
)
年
十
月
)
、
「雅
楽
多
宗
三
十
三
所
め
ぐ
り

・
第
十
回

宝
物
展
覧
会
」
(松
坂
屋
出
開
帳

一
覧

の
四
枚
組
み
葉
書
、
昭
和
二
十
四

(
一
九
四
九
)
年
二
月

]
日
～
十
三
日
)
、
「西
宮

雅
楽
多
宗
三
十
三
巡
拝
帳
」
(納
経
実
印
完
成
押
捺
会
の
朱
印
帳
、
昭
和
二
十
六

(
一
九
五

一
)
年
五
月
二
十
日
)
で
判
明

し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
三
種
に
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
差
異
が
あ
り
ま
す
。
昭
和

二
十
三

(
一
九
四
八
)
年
十
月
の
時
点

で
、
十
二
人
の
物
故
者
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
十
二
人
は
昭
和
五

(
一
九
三
〇
)
年
の
結
成
時
の
宗
員
で
あ

っ

た
と
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
。

第

一
回
宝
物
展
覧
会
の
記
念
写
真

(写
真
1
)
で
、
判
明
し
て
い
る
人
物
名
を
記
す
と
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す

(
以

下
、
不
明
な
場
合
は
□
で
表
記
)
。
前
列
左
か
ら
永
井
清
司
・
永
井
長
兵
衛

・
□
。
中
列
左
か
ら
□

・
音
馬
福
蔵

・牧
壽
太
郎
・

多
喜
幸
三
郎

(十
三
番
)
・
木
村
幽
名

(立

っ
て
い
る
人
物
)
。
後
列
左
か
ら
藤
井
治
三
郎

・
勝
部
正
造

・
□

・
宮
本
圓
心

・
□

(九
番
)
・浅
田
柳

一
・
□

(
二
十
五
番
)
・喜
田
新
介
・中
川
元
三
郎
。
こ
れ
ら
の
人
物
名
は
、
平
成
十
六

(
二
〇
〇
四
)
年
末
、
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永
井
清
司
子
息
の
奥
様
か
ら
御
教
示
を
得
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
平
成
二
十
五

(
二
〇

一
三
)
年
十
月
、
埼
玉
県

在
住
の
喜

田
綾
子
さ
ん
が
祖
父

の
喜

田
新
介

(
号
、
暉

哉
)
の
事
績
に
つ
い
て
調
べ
た
い
と
、
白
鹿
記
念
酒
造
博

物
館
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
学
芸
員
の
弾
正
原
佐
和

さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ

っ
た
の
で
、
写
真
史
料
の
コ
ピ
ー
を

送
付
し
た
と
こ
ろ
、
返
信
で
喜
田
新
介
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
彼
は
昭
和
十

(
一
九
三
五
)
年
四
月
二

日
に
没
し
て
い
ま
し
た
。
上
記
の
第

一
回

・
第
四
回
の
宝

物
展
覧
会
、
西
宮
鈴
頒
布
記
念
、
第
五
回
宝
物
展
覧
会

の

記
念
写
真
に
は
写

っ
て
い
ま
す
が
、
第
二
回

・
第
三
回
の

宝
物
展
覧
会

の
記
念
写
真
に
は
写

っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

理
由
は
、
昭
和
六
年
と
七
年
は
、
家
族
に
不
幸
が
あ

っ
た

た
め
、
取
り
込
み
事
が
多
く
、
趣
味
に
心
を
か
け
る
余
裕

が
な
か

っ
た
た
め
だ
ろ
う
と
、
綾
子
さ
ん
は
言
わ
れ
ま
し

た
。
西
宮
の
戦
災
で
祖
父
の
写
真
は
す
べ
て
焼
失
し
て
い

た
の
で
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
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以
下
、
煩
雑
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
も

っ
と
雅
楽
多
宗
の
こ
と
を
解
明
す
る
た
め
、
戦
前
の
宝
物
展
覧
会

の
写
真
の
中
で
、
判
明
し
て
い
る
人
物
名
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
回
の
宝
物
展
覧
会
記
念
写
真

(写
真
2
1
1
)
は
、
前
列
左
か
ら
□

・
中
川
元
三
郎

・
多
喜
幸
三
郎

・
音
馬
福
蔵

・
永

井
清
司
・
川
西
空
彌

・
□
・浅
田
柳

一
・
□
・松
井
如
黍

・高
山
岩
三
郎
。
後
列
左
か
ら
□
・
□
・
藤
井
治
三
郎
・
□
・
□
・
□
・
□
・

永
井
長
兵
衛

・
□
・
宮
本
圓
心

・
木
村
幽
名
。
(写
真
2

-
2
)
は
、
服
装
か
ら
判
断
し
て
第
二
回
宝
物
展
覧
会
の
懇
親
会
の

写
真

で
す
。
戦
前
の
西
宮
市
役
所
地
下
食
堂
の
貴
重
な
証
言
写
真

で
す
。
左

一
番
手
前
は
高
山
岩
三
郎
。
そ
の
左
後
ろ
が

宮
本
圓
心
、
そ
の
後
ろ
に
立

っ
て
い
る
の
が
牧
壽
太
郎
。
テ
ー
ブ
ル
左
側
か
ら
□
・浅
田
柳

一
・木
村
幽
名
・永
井
清
司
・□
・

牧
壽
太
郎

・
□

・
松
井
如
套

・
以
下
不
明
。
右

一
番
手
前
は
中
川
元
三
郎
、
そ
の
後
ろ
が
藤
井
治
三
郎
、
そ
の
後
ろ
の
顔
が

多
喜
幸
三
郎
、
中
川
の
右
は
音
馬
福
蔵
。

「
写
真
2
1
1
」
の
前
列
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
手
に
持

っ
て
い
ま
す
。
ビ
ク
タ
ー
の
ニ
ッ
パ
ー
と

い
う
名
前
の
犬
の
置
物
、
郷
土
玩
具
の
馬
、
宝
船

の
模
型
、
五
段
重
ね
の
杯
、
達
磨
、
大
き
な
土
鈴
、
信
楽
焼
の
タ
ヌ
キ
、

虎
の
置
物
な
ど
、
自
慢
の
品
な
の
で
し
ょ
う
。
鬼

の
面
を
被

っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

第
三
回
宝
物
展
覧
会
記
念
写
真

(
写
真
3
)
は
、
人
物
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
胸

の
記
章
の
宗
員
番
号
が
読
み
取
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
前
列
左
か
ら
中
川
元
三
郎

・
川
西
空
彌
。
中
列
左
か
ら
永
井
清
司
・木
村
?
・多
喜
幸
三
郎

(
五
番
)
・

音
馬
福
蔵
・高
山
岩
三
郎
・松
井
如
套

(十
八
番
)
、
後
列
左
か
ら
□

(
二
十
五
番
)
・木
村
幽
名
・浅
田
柳

一

(三
番
)
・□

(九

番
)
・
□

(十
九
番
)
・牧
壽
太
郎

・
□
・
永
井
長
兵
衛

(十
三
番
)
・
宮
本
圓
心
。
永
井
は
獅
子
舞
の
頬
被
り
を
し
て
い
ま
す
。

松
井
如
黍
は
松
尽
く
し
で
、
松
壽
山
錦
宝
寺
と
名
乗

っ
て
い
ま
し
た
。
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第
四
回
宝
物
展
覧
会
記
念
写
真

(写
真
4
)
に
は
、
前
列

右
端
に

「
摂
津
西
宮

雅
楽
多
宗
」
の
宗
旗
が
写

っ
て
い
ま

す
。
第
五
回
宝
物
展
覧
会
記
念
写
真

(
写
真
5
)
に
は

「西

宮
雅
楽
多
宗

第
五
回
宝
物
展
覧
会
記
念
」
、
第
六
回
宝
物

展
覧
会
記
念
写
真

(写
真
6
)
に
は

「西
宮
雅
楽
多
宗

第

六
回
宝
物
展
覧
会
々
場
」
、
第
七
回
宝
物
展
覧
会
記
念
写
真

(
写
真
7
)
に
は

「西
宮
雅
楽
多
宗

第
七
回
宝
物
展
覧
会
」

の
立
て
看
板
が
左
端
に
写

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
写
真

に
よ
っ
て
、
私
が

「西
宮
雅
楽
多
宗
」
の
存
在
に
気
が

つ
き
、

笹
部
桜

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
戦
後
の
資
料
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
忘
れ
ら
れ
た
存
在
が
甦
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で

す
。第
五
回
宝
物
展
覧
会
記
念
写
真

(写
真
5
)
に
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
喜
田
新
介
が
再
び
登
場
し
て
い
ま
す
。
最
前
列

の

一
人
は
川
西
空
彌
、
二
列
左
か
ら
□

(
二
十
二
番
)
・
多

喜
幸
三
郎

(
五
番
)
・
□

(十
四
番
)
・
宮
本
圓
心

(
三
十
三

番
)
・
中
川
京
二

(
三
十
二
番
)
、
三
列
左
か
ら
音
馬
福
蔵

・

,
左

嫡

吻

蝿

【

・b

P

陶

6

与

,
.

"

藩

、2
瞥
㊤
マ

δ

奮

雪

暫

妻

虞

や
..

畠

、》

可贈
虻

パ 認 ㍉

3々 弁じ以 歳
,一

薪
鋤奪イゆ
窟
幽
`

ξ

・

・

 』

亀

(写真3)
第3回 宝物展覧会
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永
井
長
兵
衛

(十
三
番
)
・
喜
田
新
介

(
二
十
五
番
)
・
□

(□
十

一
番
)
・
□

・牧
壽
太
郎

・
□

(
二
十
八
番
)
、
四
列
左
か
ら

浅
田
柳

一
・
□

(九
番
)
・
木
村
幽
名
・
□
・
□

(□
十

一
番
)
・
永
井
清
司

・勝
部
正
造

(十
番
)
。

第
六
回
宝
物
展
覧
会
記
念
写
真

(写
真
6
)
に
は
新
顔
の
人
物
が
写

っ
て
い
ま
す
。
前
列
左
か
ら
□

・
勝
部
正
造

(十

番
)
・
□

(
二
十
八
?
番
)
・多
喜
幸
三
郎

(五
番
)
・
□
・
□

(十
四
番
)
。
中
列
左
か
ら
小
林
好
燐

(十
六
番
)
・
□

(
二
十
五

番
)
・
永
井
長
兵
衛

(十
三
番
)
・
□

・
永
井
清
司

・
□

・
河
西
空
彌

・
宮
本
圓
心
。
後
列
左
か
ら
木
村
幽
名

・
浅
田
柳

]
・
□
・

音
馬
福
蔵

・
高
山
岩
三
郎

・
□

・
□
。
公
会
堂
の
建
物
の
中
に
少
女
と
老
爺
が

い
ま
す
。
少
女
は
誰
か
の
孫
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。第
七
回
宝
物
展
覧
会
記
念
写
真

(写
真
7
)
は
、
前
列
左
か
ら
勝
部
正
造
・
□

(壱
番
)
・
□
、
中
列
左
か
ら
□

・
□

・
□
・

川
西
空
彌

(十
□
番
)
・
永
井
清
司

(十
九
番
)
・
宮
本
圓
心

(
三
十
三
番
)
。
宮
本
の
左
右
の
後
ろ
は
□
・
□
。
後
列
左
か
ら

□
・
高
山
岩
三
郎

・
永
井
長
兵
衛

(十
三
番
)
・
多
喜
幸
三
郎

・
音
馬
福
蔵

・浅
田
柳

一
・
小
林
好
燐

・
□

・
□
。

第
七
回
の
時
に
は
木
村
幽
名

・
牧
壽
太
郎

・
喜
田
新
介
な
ど
は
物
故
者
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
新
宗
員
の
追
加
も
あ
り
、

ず

っ
と
活
動
し
て
い
た
者
に
も
宗
番
の
移
動
変
更
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
写
真
か
ら
読
み
取
れ
る
宗
番
を
単
純
に
合

算
で
き
ま
せ
ん
し
、
戦
後
の
三
種
の
宗
番
の
人
物
を
当
て
は
め
る
わ
け
に
も

い
き
ま
せ
ん
。
浅

田
柳

一

(
三
番
)
・
勝
部
正

造

(十
番
)
・
永
井
清
司

(十
九
番
)
・
宮
本
圓
心

(三
十
三
番
)
の
四
人
は
、
結
成
時
か
ら
解
散
時
ま
で

一
貫
し
て
同
じ
宗

番
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
。
結
成
時
に
比
較
的
若
か

っ
た
こ
と
が
そ
の

一
因
で
し
ょ
う
。

次
に
、
宗
員
の
う
ち
の
代
表
的
な
人
物
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
永
井
清
司
の
写
真

(
写
真
8
)
は
戦
後
、
晩
年
の
も
の

で
し
ょ
う
。
写
真
の
裏
に

「粋
な
湯
上
り
姿
」
と
鉛
筆
書
き
し
て
あ
り
ま
す
。
手
拭

い
の
蒐
集
家
と
し
て
も
有
名
で
し
た
。
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西
宮
市
公
会
堂

(
現
在
の
西
宮
市
勤
労
会
館

の
場
所
)
の
道
路
を

挟
ん
だ
南
側
に
、
屋
号

「大
半
」
と
い
う
菓
子
輔
を
営
ん
で
い
ま
し

た
。
『
西
宮
新
聞
』
(
一
九
五
三
年
八
月
十
五
日
)
の
記
事
に
、
「戦

前
ま
で
は
珍
品
珍
本
を
蔵
し
浮
世
絵
は
其

の
有
名
な
も
の
で
あ

っ

た
が
戦
災

で
無
く
し
た
の
は
御
本
人
よ
り
も
他
人
が
惜
し
が

っ
て

い
る
。
戦
争
中
は
食
料
品
組
合
理
事
長
と
し
て
特
に
甘
党
関
係
の

総
大
将
を
し
て
い
た
が
。
戦
災
後
は
松
原
天
神
前

で
玄
関
に
古
瓦

の
か
け
ら
を
積
ん
で
、
毎
日
絵
を
か
き
、
廃
物
利
用
の
工
作
に
余

念
が
な
い
。
旧
市

(
西
宮
町
時
代
)

す

こ
と
を
楽
し
み
の

一
つ
と
し
て
い
る
。
西
宮

の
大
先
輩
で
も
あ
る
。

に
な
い
、
特
に
昔
の
味
を
思

い
出
し
て
頼
め
ば
製
菓
し
て
く
れ
る
が
、

だ
ろ
う
。」
と
あ
り
、
本
人
の
似
顔
絵
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

や
神
戸
な
ど
趣
味
人
の
様
々
な
結
社
と
最
も
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
結
社
に
参
加
す
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
。

加
す
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
。

も

な

か

か

い
が

ま
し
た
。
戦
後
の
山
号
寺
号
が

「毛
納
香
山
買
俄
寺
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
、

造
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

の
思
出
を
絵
画
図
表
に
し
て
製
作
し
て

一
々
当
時
の
風
物
人
情
を
説
明
し
後
世
に
残

本
家
の
最
中
は
西
宮
の
名
物
で
あ
る
が
今
は
店
頭

広
告
を
し
な
い
か
ら
知
る
者
の
外
は
忘
れ
て
い
る

永
井
は
多
趣
味
な
人
で
、
雅
楽
多
宗
の
宗
員
の
中
で
、
大
阪

雅
楽
多
宗
の
宗
員
の
中
に
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
、

逆
に
神
戸
在
住
の
小
林
好
燐
の
よ
う
に
、
他
所
か
ら
雅
楽
多
宗
に
参

絵
も
得
意
で
彼

の
描
い
た
絵
が
西
宮
市
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
と
、
御
遺
族
か
ら
お
聞
き
し

も

な
か

そ
れ
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
最
中
の
製

甘
党
の
私
は
何
度
か
最
中
を
買
い
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
り
口
の
扉
の
前
に

「最
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中
あ
り
ま
す
」
の
木
札
が
か
か

っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
入
る
と
壁
に
瓦
が

一

つ
嵌
め
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
当
時
の
包
み
紙
二
種
類
を
持

っ
て
い
ま

す

(写
真
9
)
。

雅
楽
多
宗
の
も
う

一
人
の
キ
ー
1ー
パ
ー
ソ
ン
は
浅
田
耕

一
郎
で
し
た
。
彼

は
奥
さ
ん
が
年
上
だ

っ
た
の
で
、
若

い
燕
を
気
取
り
、
燕
に
柳
は
つ
き
も
の

と
い
う
こ
と
で
浅
田
柳

一
と
称
し
ま
し
た
。
明
治
三
十
六

(
一
九
〇
三
)
年

に
西
宮
市
本
町
の
浅
田
印
刷
所
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
、
戦
前
、
彼

自
身
の
宝
船
の
印
刷
な
ど
に
同
印
刷
所
が
腕
を
ふ
る

っ
た
の
で
す
。
新
聞
記

く
ち
の
び
ら
き

者
と
な
り
、
昭
和
二
十
三

(
一
九
四
八
)
年
八
月
に
尼
崎
市
西
字

ロ
ノ
開

一
六
七
に
転
居
し
、
昭
和
五
十
四

(
一
九
七
九
)
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
,。

彼
は
最
初
、
ダ
ル
マ
の
蒐
集
家
で
し
た
。
「
写
真

10
」
の
胸
の
記
章
が
第
二
回

宝
物
展
覧
会

の
記
念
写
真
の
各
自

の
記
章
と
同
じ
で
あ
り
、
裏
に

「
六
、

一
〇
」
と
鉛
筆
書
き
し
て
い
る
の
で
、
昭
和
六

(
一
九
三

一
)
年
十
月
十

一

日
に
行
な
わ
れ
た
第
二
回
宝
物
展
覧
会
の
会
場
出
展
記
念
写
真
と
断
定
で
き

ま
す
。
浅

田
は
戦
災

で
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
焼
失
し
た
の
で
、
戦
後
は
昭
和

十
九

(
一
九
四
四
)
年
頃
か
ら
始
め
て
い
た
瓦
の
蒐
集
に
執
念
を
燃
や
し
ま

し
た
。
西
宮
に
関
す
る
著
述
と
し
て
は

『酒
都
遊
観
記

・
酒
都
歳
時
記
』
(合

器

展

朋

§

肩
】

壇

屠
日

　

雪

門
臼

目
国

ロ

ロ

ヨ

【
・
翻

憩

蹴

鵬

箔

娘

甥
署

"

軸
[腹

き

し

ロ

む

{随∴

齢

櫓

L
ゆ

冨

△

」

・
-

旺

続

㍗

〉

貼糊

矧
疇護

塞

判、
(写真10)

浅 田柳一
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著
/
飯
田
寿
作

・浅
田
柳

一
、
酒
都
遊
観
記
刊
行
委
員
会
、

一
九
七
四
年
)
、
『な
に
わ
歳
時
記

"忘
れ
か
け
て
い
る
庶
民
史
』

(清
文
堂
、

一
九
八

一
年
)
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
私
の
手
元
に
は
浅
田
と
思
し
き
戦
後
の
写
真
が
二
葉
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
断
定
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら

「
奇
陶
山
阿
弥
寺
」
の
文
字
が
写

っ
て
い
る
写
真

(写
真
11
)
は
、
中
川
黙
音

(第
十
二
番
)
の
宝
物
展
覧
会

し

の
は

ら
き
た
ま
ち

の
記
念
写
真
で
し
ょ
う
。
中
川
は
晩
年
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
祥
龍
寺

(神
戸
市
灘
区
篠
原
北
町
三
-
六
-

二
)
の
地
蔵

堂
に
住
み

つ
き
、
寺
男
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
、
住
職
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
の
地
蔵
堂

の
本
尊
は
延
命
地
蔵
菩
薩

で
す
。
彼
は
戦
後

「
自
蔵
山
子
守
寺
」
(第
十
二
番
、
の
ち
第

一
番
)
と
称
し
、
子
供
に
因
む
も
の
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
二
十
七

(
一
九
五
二
)
年
八
月
二
十
八
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

次
の
写
真

(写
真

12
)
は
鼠
に
関
す
る
も
の
を
集
め
て
い
た
藤
井
千
鼠
庵
で
す
。
彼
は
戦
後
、
雅
楽
多
宗

の
宗
員
に
な

り
ま
し
た
。
第
十
三
番

(笠
に
第
十
三
番
と
記
す
)
の
人
物

(写
真
13
)
と
、
そ
の
次

の
人
物

(写
真
14
)
は
不
明
で
す
。

私
の
手
元
に
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
と
四
人
だ
け
人
物
紹
介
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

音
馬
福
蔵
は
屋
号

「
傘
久
」
と
い
う
ガ
ラ
ス
店
を
営
み
な
が
ら

「策
之
坊
」
と
い
う
書
店
を
開
い
て
い
ま
し
た
、
。
昭
和

二
十
三

(
一
九
四
八
)
年
十
月
、
彼
の
家

(本
町
八
〇
)
は
雅
楽
多
宗

の

「総
本
山
」
(寺
務
所
)
と
称
し
、
事
務
局
の
役

割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
す
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
会
場
と
し
て
使
用
し
た
浄
願
寺
を

「雅
楽
多
宗
別
院
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

ふ
だ
ば
う
じ

藤
井
治
三
郎
は
札
場
筋
で
洋
服
店
を
営
み
、
勝
部
正
造
は
阪
神
電
鉄
に
勤
め
て
い
た
と
、
「大
半
」
の
永
井
さ
ん
の
お
宅

で
聞
き
ま
し
た
。
勝
部
が

"切
符
で
通
う
"
「吉
符
山
加
葉
寺
」
と
名
乗

っ
た
こ
と
に
納
得
し
ま
し
た
。
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矯

聴

.
F

j

祠
窒

憾

・

嶺

職

㌧
-

臨

㌔1

聖

F

L
、

w

直

F

を一 轟 一

冨
●

1
"聾 ・'墾

(写真12)

藤井千鼠庵

(写真13)

不詳(宗員第十三号)

＼

慧 門
1

潔1漕
噛."警`・
'・ く

、

P

・

忌

ψ
8

.°

「 一 一 」

ピ ンττ

ン∵晦
圏

'灘 き 寄',

,一～

(写真11)

中川黙音

胃、 訊
藁

・ ・ 劇
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魂
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雅
楽
多
宗
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
現
存
す
る
最
も
幸
せ
な
も
の
は
、
宮
本
圓

心
の
土
鈴
で
す
。
彼
は
土
鈴

二

一
五
〇
点
を
檀
家
寺

の
高
野
山
真
言
宗

の
最
明
寺

か
ん
で
ち
ょ
う
ひ
が
し

(
神
戸
市
西
区
神

出
町
東

八
二
八
)
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
現
在
は
最
明
寺
郷
土
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

一一一、
「
西
宮
郷
土
鈴
」
頒
布

雅
楽
多
宗
の
宗
員
が
非
宗
員
の
同
好
の
士
と
土
鈴
の
製
作
頒
布
に
行
な

っ
て
い
た

こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
す
。

雅
楽
多
宗
発
足
時
の
三
十
三
人
の
う
ち
、
十

二
人
が
西
宮
郷
土
鈴
を
製
作
し
て
、

昭
和
九

(
一
九
三
四
)
年
五
月
十
三
日
に
頒
布
し
ま
し
た
。
そ
の
趣
意
書
、
各
自
の

鈴
解
説

で
あ
る

「
西
宮
名
所
風
物
郷
土
鈴

西
宮

雅
楽
多
宗
」
(昭
和
九
年
五
月

十
三
日
)
に
は
、
「
(
西
宮
雅
楽
多
宗
)
創
立
五
周
年
を
迎

へ
た
今
月
た
ま
た
ま
五
十

年
目
に

一
度
の
氏
神
様
の
御
造
営
竣
工
奉
祝
祭
に
遭
遇
し
た
の
で
何
か
記
念
の
品
を

残
さ
う
と
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
鈴
の
入
手
を
希
望
す
る
者
は
十
二
人
の
家
、

す
な
わ
ち
十
二
か
所
を
回
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
箇
所
で
ま
と
め
て
す
べ
て

を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
宝
船
の
頒
布
と
同
様
な
方
式
を
と
り
ま
し
た
。
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そ
し
て

一
同
、
二
種
類
の
記
念
写
真
を
残
し
て
い
ま
す
。
澄
ま
し
顔

(
写
真

15
-
1
)
と
笑

い
顔

(
写
真
15
-
2
)
の
写

真
で
す
。
前
者
を
先
に
写
し
た
の
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
写
真
に
は
十

一
人
し
か
写

っ
て
い
ま
せ
ん
。
写

っ
て
い
な
い

一

人
は
撮
影
者
の
可
能
性
も
な
く
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
二
枚

の
写
真
は
他
の
記
念
写
真
同
様
、
プ

ロ
の
写
真
屋
が
撮
影

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
記
念
撮
影
で
あ
る
以
上
、
全
員
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
は
ず
で
す
。
会
員
の
誰
か
が
撮
影
し
た
な
ら
ば
、

撮
影
者
が
交
代
し
た
は
ず
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
物
名
は
、
前
列
左
か
ら
、
□

・
喜
田
新
介

・
浅
田
柳

一
・
永
井
清
司

・
□
。
後
列
左
か
ら
高
山
岩
三
郎

・
中
川

京
二
・
音
馬
福
蔵

・
多
喜
幸
三
郎

・
永
井
長
兵
衛

・
宮
本
圓
心
。
高
山
岩
三
郎
は
鈴
を
頒
布
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
記
念
写
真
に

写
っ
て
い
ま
す
。
欠
席
者
は
牧
百
大
夫

(壽
太
郎
)
と
中
川
黙
音

(元
三
郎
)
で
す
。
体
調
を
崩
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
前
列
左
右
端

の
不
明
人
物

二
人
は
、
八
馬
壽

一
と
田
中
耕
花
で
す
。
ど
ち
ら
か

一
人
が
確
定
で
き
れ
ば
、
も
う

一

人
も
確
定
で
き
ま
す
。

平
成
二
十
五

(
二
〇

一
三
)
年
十

一
月
十
日
の

「第
百
五
十

]
回
神
戸
土
鈴
友
の
会
例
会
」
に
、
私
は
弾
正
原
佐
和
さ
ん

と
共
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同
会
会
員
の
河
村
和
博
氏
が
所
蔵
す
る

「西
宮

(名
所
風
物
)
郷
土
土
鈴
」
の
実
物
を
つ

ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
人
々
の
豊
か
な
遊
び
心
に
、
私
の
心
ま
で
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は

次
の
通
り
で
す
。
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一
月

二
月
三
月

四
月
五
月
六
月

七
月
八
月
九
月

十
月

十

一
月

十

二
月

頒

布

土

鈴

神
馬
の
鈴

お
多
福
の
鈴

偲
偲
の
鈴

満
足
団
子
の
鈴

鯛
車
の
鈴

戎
ざ
ん
の
鈴

奮
砲
台
の
鈴

甲
子
園
野
球
鈴

鍔
の
鈴

燐
寸
箱
の
鈴

特
急
電
車
の
鈴

宮
水
船
の
鈴

八
馬
壽

一

(壽
男
)

宮
本
圓
心

牧
百
大
夫

(壽
太
郎
)

音
馬
福
蔵

喜
田
暉
哉

(新
介
)

多
喜
幸
三
棲

(郎
)

中
川
黙
音

(一兀
三
郎
)

浅
田
耕

一
郎

(柳

一
は
雅
名
)

名
外
長
命

(永
井
長
兵
衛
)

田
中
耕
花

中
川
京
二

大
半
菓
司
舗

(永
井
清
司
)

(製
作
者
)
阪
口
砂
山

(製
作
者
)
水
島
壽
楽

(製
作
者
)
水
島
壽
楽

(製
作
者
)
阪
口
砂
山

(製
作
者
)
水
島
壽
楽

(製
作
者
)
水
島
壽
楽

(製
作
者
)
水
島
壽
楽

(製
作
者
)
阪
口
砂
山

(製
作
者
)
阪
口
砂
山

(製
作
者
)
阪
口
砂
山

(製
作
者
)
阪
口
砂
山

(製
作
者
)
阪
口
砂
山
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こ
れ
ら
の
土
鈴
は
当
日
、
写
真
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
後
日
、
鈴
木
氏
か
ら
よ
り
鮮
明
な
写
真
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
紙
幅
の
関
係
で
、
二
例
だ
け
土
鈴
の
解
説
文
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

甲
子
園
野
球
鈴
の
解
説
文
に
は

『真
夏
の
野
球
戦
に
、
東
洋

]
の
球
場
は
歓
呼
の
聲
に
揺
ら
ぐ
。
「打
ち
ま
し
た

・
:

:

 球
は
グ

ン
グ

ン
延
び

て
居
ま
す

・
・
…

ア

ッ
!
」
そ

の
瞬

間
、
数

萬

の
観
衆

の
瞳
が

一
斉

に
集

ま

っ
た

。

二
塁
手
が

、



蒼
空
に
差
し
延
べ
た
左
手

の
素
描
。
』
と
あ
り
ま
す
。
土
鈴
は
二
塁
手
の
グ

ロ
ー
ブ
で

す
。
特
急
電
車
の
鈴

の
解
説
文
に
は

「大
阪
神
戸
の
真
ん
中
で

そ
の
名
も
高
き
西

の
宮

恵
比
須
神
社
の
福
の
神
貰
ひ
に
行
き
ま
せ
う
特
急
で

近
郊
の
紅
葉
が
色
づ

く
頃
、
郊
外
電
車
は
大
童
に
な

っ
て
都
会
人
を
運
ん
で
来
る
」
と
あ
り
ま
す
。
前
半

部
分
は

「鉄
道
唱
歌
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
う
の
で
す
。
土
鈴
は
阪
急
電
車
の
特
急
車

両
を
正
面
か
ら
見
た
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。

四
、
「鈴
塚
」
建
立

「
西
宮
雅
楽
多
宗
」
は
結
成
十
年
記
念
と
し
て
、
昭
和
十
五

(
一
九
四
〇
)
年
八
月

四
日
、
浄
願
寺
説
教
所

(西
宮
市
戸
田
町
六
ー

二
六
)
の
敷
地
に
、
鈴
供
養
の
た
め

の

「鈴
塚
」
を
建
立
除
幕
し
ま
し
た
。
当
時
、
戸
田
町
界
隈
は
遊
郭
街
で
し
た
。
「
写

真

16
」
は
説
教
所
が
あ

っ
た
場
所

の
現
在
の
景
観
で
す
。
手
前
の
駐
車
場
か
ら
東
側

の
マ
ン
シ
ョ
ン
付
近
に
位
置
し
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

建
立
除
幕
の
記
念
写
真

(
写
真

17
)
が
私

の
手
元
に
あ
り
ま
す
。
前
列
左
か
ら
永

井
長
兵
衛

・□
・永
井
清
司
・服
部
泰
妙

(浄
願
寺
住
職
)
・高
山
岩
三
郎
・多
喜
幸
三
郎
。

後
列
左
か
ら
□
・
□

(宗
員
二
十
八
番
)
・
□
・
中
川
京

二
・音
馬
福
蔵
・
宮
本
圓
心
・
□
。
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後
列
右
端
の
人
物
は
八
馬
壽

一
か
、
あ
る
い
は
田
中
耕
花
で
し
ょ
う
。

鈴
塚
建
立
除
幕
式
当
日
、
人
型
記
念
鈴
が
関
係
者
に
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
塚
は
昭
和
三
十
二

(
一
九
五
七
)
年
十

一
月
、
浄
願
寺
の
現
在
地
に
移
転

さ
れ
ま
し
た
。
「
写
真

18
」
は
現
在
の
浄
願
寺
、
「写
真
19
」
は
現
在
の
鈴
塚
で

す
。
鈴
塚
の
裏
に
回
る
と
、
台
石
に
瓦
の
蓋
が
あ
り
ま
す
。
す

で
に
納
め
ら

れ
た
土
鈴
は
半
ば
土
に
返
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
鈴
塚
を
め
ぐ
る
戦
後
の
行

事
に
つ
い
て
は
、
次
回
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

雅
楽
多
宗
の
宗
員
の
な
か
に
は
、
宗
員
外
の
土
鈴
愛
好
家
と

一
緒
に
地
域

の
小
さ
な
グ

ル
ー
プ

に
加
わ

っ
て
い
た
人
た
ち
が

い
ま
し
た
。
三

つ
の
グ

ル
ー
プ
を
参
考
ま
で
に
紹
介
し
ま
す
。

(
一
)

に
し
の
み
や
好
観
会

白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
の

「堀
内
戎

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
中
に
、
堀
内
氏

が

「
西
宮
土
鈴
」
と
表
書
し
た
紙
箱
に
八
個
の
土
鈴
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
四
個

は

「
に
し
の
み
や
好
観
会
」
の
も

の
で
す
。
昭
和
十
二

(
一
九
三
七
)
年
四
月
、
七
月
、
八
月
、
□
月
の
四
個
に
は
、
吉
井
良
秀
の
和

歌
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

灘
輔紺,蔭 内 ㌔慰 窯聾 ミ 艶 一㌦

」轡 讐・ づ聚、、篭1 醸

鰻

轄響

麟

.

(写真18)

浄願寺
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他
の
四
個
は
西
宮
不
動
山

(昭
和
十
五

(
一
九
四
〇
)
年
)
・
西
宮

浄
願
寺

(?
)
・
西
宮

海
清
寺

・
五
十
鈴
会

《
堀

川
戎
神
社
の
戦
前
の
鈴
》
で
す
。
浄
願
寺
の
±
鈴
は
福
箕
に
大
黒
面
を
付
け
た
も
の
で
す
。
浄
願
寺
の
土
鈴
に
は
、
こ
れ
と

は
別
に
三
面
大
黒
小
判
型
鈴
も
あ
り
ま
す
.。。

(
二
)

西
宮
五
鈴
会

八
馬
壽

一
・
山
本
魚
石

・
米
谷
椒
魚
庵

・
喜
田
次
郎

・
杉
本
丙
午
郎
の
五
人
が
、
昭
和
十

一
年

(
一
九
三
六
)
六
月
七
日
、

創
立

一
周
年
記
念
に

「西
宮
五
景
鈴
」
を
製
作
し
ま
し
た
。
六
角
側
面
に
は

「創
立

一
周
年
記
念

五
鈴
會

(
以
下
、
五
人

の
氏
名
)」
「甲
子
園
球
場
」
「旧

(西
宮
)
砲
台
」
「酒
蔵
」
「西
宮
神
社
」
「
甲
山
」
が
陶
鈴
に
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
四

日
市
の
萬
古
焼
の
鈴
師
、
初
代
藤
井
陶
楽
が
依
頼
を
受
け
て
製
作
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五

(
二
〇

二
二
)
年
九
月
十
日
、

ウ
か
り

「神
戸
土
鈴
友
の
会
」
は
例
会
百
五
十
回
記
念
の
研
修
会
で
縁
の
地
を
訪
ね
ま
し
た
。
酒
蔵
は
白
鹿
記
念
博
物
館
の
酒
蔵
館

に
来
ら
れ
た
の
で
、
私
も
当
日
、
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
「
西
宮
五
鈴
会
」
の
例
会
が
、
昭
和
十

一
年
六
月
七
日
と
昭
和
十
二
年
五
月
二
十
三
日
に
、
西
宮
神

社
境
内
拝
殿
南
側
茶
店
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
昭
和
十

(
一
九
三
五
)
年
に
始
ま
り
、

い
つ
ま
で
続

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
検
索
し
て
い
ま
す
と
、
戦
前

の
雅
楽
多
宗

の
宗
員
が
作

っ
た
土
鈴
に
出
会
い
ま
し
た
。
井
上
三
千

雄
の

「好
鈴
に
因
る
書
初
め
の
壽
々
」
は
筆

・
硯

・
墨

・
印
鑑

・
印
肉
な
ど
な
ど
七
点
セ
ッ
ト
の
土
鈴
が
箱
に
入

っ
て
い
ま
し

た
。
浅
田
耕

一
郎
の

「仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
±
鈴
。
永
井
清
司
の

「義
経
千
本
桜
」
土
鈴

・
「箸
」
土
鈴
、
さ
ら
に
明
石
焼
の
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小
倉
千
尋
の
作
に
よ
る

「
三
迷
言
顔
見
世
」
(自
分
を
含
め
た
三
人
の
顔
)
±
鈴
な
ど
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

十
年
八
月
十

一
日
の
水
害
の
た
め
、
十
八
日
に

「
『夏
三
題
』
土
鈴
頒
布
会
期
日
変
更
」
の
葉
書
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

会
の
主
宰
者
は
井
上
三
千
雄

・
山
内
恵
舟

(と
も
に
西
宮
市
戸
田
町
)
、
そ
し
て
大
半
菓
子
助

・
浅
田
柳

一
・
宮
本
圓
心

(
以

上
、
西
の
宮
)
・
阪
口
淳

(芦
屋
市
打
出
)
の
連
名
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
き

っ
と
、
も

っ
と
色
々
な
も
の
が
蒐
集
家
の
手

元
や
資
料
館
に
あ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

(三
)

西
の
宮
鈴
の
会

堀
内

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
、
『偲
儲
①
』
(西
の
宮
鈴
の
会
、

一
九
三

一
年
七
月

]
日
)
と
い
う
二
十

一
頁
の
冊
子
が
あ

り
ま
す

(
弾
正
原
佐
和
氏
の
御
教
示
)
。
創
刊
号
で
廃
刊
と
な
り
ま
し
た
が
、
杉
本
丙
午
櫻

(光
太
郎
)
が
発
行
者
兼
編
輯

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
以
外
に
、
西
宮
市
在
住
者
あ
る
い
は
雅
楽
多
宗

の
宗
員
は
冊
子
の
中
に
登
場
し
ま
せ
ん
。
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五
、
拡

が

る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

西
宮
神
社
の
門
前
町
を
中
心
と
し
た
狭

い
範
囲
の
趣
味
人
の
団
体
で
あ

っ
た
雅
楽
多
宗
は
、
神
戸
や
尼
崎
な
ど
阪
神
間

か
ら
も
参
加
者
が
現
れ
、
宗
員
と
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
永
井
清
司
を
中
心
に
、
大
阪
や
神
戸
の
名
立
た
る
趣
味

人
と
の
交
流
を
深
め
、
彼
ら
の
団
体
に
も
加
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
私
が
調
査
し
た
も
の
を
列
記

し
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。



(
一
)

浪
華
宝
船
会

宝
船
の
絵
は
、
近
世
か
ら
江
戸
で
は
正
月
二
日
、
上
方
で
は
節
分
の
日
に
枕
に
敷
い
て
寝
る
と
、
縁
起
の
良
い
夢
を
見

て
、
幸
運
が
訪
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
宝
船

の
会
員
は
各
自
が
毎
年
、
凝
り
に
凝

っ
た
も
の
を
作
り
、
自
宅

で
、
遣

っ
て
来
た
仲
間
に
配
布
し
ま
し
た
。
堀
内

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
沢
山
の
宝
船
資
料
が
あ
り
ま
す
。
私
も
五
十
枚
ほ

ど
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
三
宅
吉
之
助
関
係
の
宝
船
を
捜
し
て
、
大
阪
の
堀
川
戎
神
社
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
訪
ね
、

写
真
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
西
宮
の
雅
楽
多
宗
の
宗
員
た
ち
の
宝
船
に
も
出
会

っ
た
の
で
す
。
何
ど

も

「類
は
友
を
呼
ぶ
」
「趣
味

の
い
も
つ
る
1ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
会
に
は
第
三
回
の
昭
和
六
年
に
ま

ず
、
永
井
清
司
が
参
加
し
、
や
が
て
仲
間
を
引
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
大
阪
人
は
西
宮
ま
で
や

っ
て
来
ら

れ
ま
せ
ん
か
ら
、
西
宮
人
は
大
阪
市
内
の
会
員
に
頼
ん
で
自
分

の
宝
船
を
置
か
せ
て
も
ら

い
、
頒
布
も
合
せ
て
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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昭 昭 昭
和 和 和
七 六 四
年 年 年

第 第 第
四 三 一
回 回 回

、

昭
和
五
年

第

一
一回
は
と
も
に

永
井
清
司

永
井
清
司

(大
半
)

松
井
如
套

中
川
元
三
郎

(黙
介
)

中
山
尭
雄

「
西
宮
雅
楽
多
宗
」
か
ら
の
参
加
者
な
し

(西
宮
市
久
保
町
四
五
↓
柳
屋
支
店
)

「無
病
息
災
宝
船
」
自
画

(西
宮
市
久
保
町
四
五
↓
粕
井
曲豆
誠
)

「絵
馬
宝
船
」
自
画

(馬
場
町
六
三
↓
粕
井
豊
誠
)

「六
表
宝
船
」
浅
田
耕
牛
[画
作
]

(本
町
五
〇
↓
粕
井
豊
誠
)

「珊
瑚
宝
船
」
長
谷
川
小
信
[画
作
]

(安
井
町
↓
西
村
庄
次
郎
)



昭
和
八
年

第
五
回

昭
和
九
年

第
六
回

永
井
清
司

「口
」
□

(西
宮
市
久
保
町
四
五
↓
粕
井
豊
誠
)

松
井
如
黍

「□
」
□

(馬
場
町
六
三
↓
粕
井
豊
誠
)

中
川
元
三
郎

「口
」
□

(大
阪
市
北
区
西
堀
川
町
五
東
洋
司
厨
新
聞
社
)

浅
田
印
刷
所

「口
」
□

(本
町
通
↓
芳
本
倉
太
楼
)

★

「浅
田
活
版
印
刷
所

浅
田
勇
三
郎

西
宮
町
ノ
内
濱
ノ
町

(水
抜
)」

(『阪
神
名
鑑
』
阪
神
名
鑑
発
行
所
、
明
治
四
十
三
年
十
一
一月
五
日
)

永
井
清
司

「□
」
□

(西
宮
市
久
保
町
四
五
↓
芝
谷
廣
志
)

松
井
如
黍

「口
」
□

(馬
場
町
⊥ハ
三
↓
芝
谷
廣
志
)

浅
田
耕
牛

「口
」
□

(戸
田
町
五
駒
鳥
茶
寮
↓
芝
谷
廣
志
)

井
上
三
千
雄

(海
春
楼
)

「□
」
□

(戸
田
町
↓
中
村
秀
好
)

★
海
春
楼
は
遊
郭
。
『阪
神
名
鑑
』
に
は
見
え
ず
。

中
川
元
三
郎

(堅
克
斎
黙
介
)

「□
」

(本
町
戎
前
永
井
民
蔵
方
↓
粕
井
豊
誠
)

「目
下
全
国
行
脚
中

ニ
テ
九
州
別
府
温
泉
滞
在
中
」
と
記
す

。

中
山
尭
雄

「□
」
□

(安
井
町
三
五
↓
西
村
庄
次
郎
)
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(
二
)

神
一戸
栞
幽父
歓
A
耳

宝
船
の
製
作
に
は
多
色
木
版
摺
り
を
駆
使
し
、
凝
れ
ば
凝
る
ほ
ど
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
人
ま
ね
で
は
な
く
、
仲
間
が



驚
く
よ
う
な
も
の
を
作
り
た

い
と
思
う
で
し
ょ
う
。
大
阪
の
趣
味
人
た
ち
も
最
初
は
素
朴
な
自
作
品
を
頒
布
し
て
い
ま
し

た
が
、
単
色
よ
り
も
多
色
、
著
名
な
浮
世
絵
師
の
よ
う
な
人
に
依
頼
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

も

っ
と
小
さ
な
栞
や
絵
葉
書
な
ら
費
用
は
そ
れ
ほ
ど
か
か
り
ま
せ
ん
。
経
済
的
に
裕
福
で
な
い
人
で
も
手
作
り
の
栞
で

参
加

で
き
ま
す
。
音
馬
福
蔵
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
費
用
を
か
け
な
い
子
供
の
工
作
み
た
い
な
作
品
で
す
が
、
永
井
清
司
や
浅

田
耕

一
郎
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
凝

っ
た
作
品
と
な
り
、
宝
船
と
同
様
の
道
を
た
ど

っ
て
い
き
ま
す
。

雅
楽
多
宗

の
宗
員
は
大
阪
よ
り
も
神
戸
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
神
戸
の
結
社
に
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
『
し
お
り

の
つ
ど
ひ

第
二
回
神
戸
栞
交
歓
会
名
簿
』
『
し
お
り
の
つ
ど
ひ

第
三
回
神
戸
栞
交
歓
会
名
簿
』
に
各
自
の
蒐
集
品
の
リ
ス

ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
積
栞

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
彼
ら
自
身
が
作
成
し
た
栞
を
調
べ
ま

し
た
。
以
下
の
通
り
で
す
。
※
は
名
称
特
に
な
し
。
(

)
内
は
便
宜
上
の
名
称
。

昭
和
五
年
□
月
□
日

昭
和
六
年
七
月

一
五
日

昭
和
七
年
七
月

一
七
日

第

一
回
…
未
見
、
従

っ
て
未
調
査

第

二
回
…
八
馬
壽
男

(壽

一
)
「飛
ん
だ
り
は
ね
た
り
」、
音
馬
福
蔵

「長
唄
稽
本
」、
永
井
清
司

「浮
世

は
金
と
」
(美
女
の
写
真
一
一葉
貼
付
け
)
、
田
中
耕
花

「裸
美
」
、
高
山
岩
三
郎

「着
尺
模
様

」、
宮
本
圓
心

「お
多
福
」、
松
井
如
黍

「杵
屋
」、
浅
田
耕

一
郎

「達
磨
」、
小
林
好
燐

「夕
涼
」

第
三
回
…
永
井
清
司

「愛
見
」、
音
馬
福
蔵

「古
葉
書
」
、
田
中
耕
花

「郷
土
玩
具
」
、
松
井
如
黍

「長

唄
」、
宮
本
圓
心

「夏
の
夕
」、
中
川
元
三
郎

「裸
美
」、
浅
田
耕

一
郎

「夫
婦
達
磨
」、

八
馬
壽
男

「小

判
猫
」
、
高
山
岩
三
郎

「白
い
娘
」
、
葛
山
磐
冶

「落
し
差
」
、
小
林
好
燐

コ
兀
禄
姿
」
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昭
和
八
年
九
月
□
日

第
四
回
…
永
井
清
司

「□
」
(第
三
回
と
同
様
)、
音
馬
福
蔵

「□
」
(吉
積
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
当
た
ら
ず
、

筆
者
未
見
)
、
田
中
耕
花

「□
」、
宮
本
圓
心

「□
」
、
浅
田
耕

一
郎

「□
」
(兜
の
形
)
、
葛
山
磐
冶

「□
」

(達
磨
)、
小
林
好
燐

「□
」
(洋
装
の
女

一
一枚

一
組
)

(三
)

宝
葉
会

創
作
絵
葉
書
の
結
社
は
、
宝
船
同
様
に
全
国
に
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
各
自
が
作

っ
て
交
換
す
る
の
で
す
。

が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど

一
度
に
沢
山
蒐
集
で
き
ま
す
。
郵
便
で
手
軽
に
送
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

昭
和
七
年

昭
和
八
年

昭
和
九
年

昭
和
十
年

昭
和
十

一
年

第

一
回
…
雅
楽
多
宗
か
ら
参
加
者
な
し

第
一
一回
…
未
見
、
従

っ
て
未
調
査

第
三
回
…
浅
田
耕
牛

・永
井
清
司
・
中
山
た
か
お

(尭
雄
)

第
四
回
…
浅
田
耕
牛

・中
山
た
か
お

・
井
上
三
千
雄

第
五
回
…
中
山
た
か
お

・井
上
三
千
雄

・
田
中
耕
花

結
社
の
人
数
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(四
)

ぽ
ち
袋

永
井
清
司
は
何
と
ぽ
ち
袋
に
も
関
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
豊
田
満
夫

『ぽ
ち
袋
-
志
を
包
む
ー
』
(京
都
書
院
、

一
九
九
八

年
)
、
再
刊

『ぽ
ち
袋
-
粋
と
遊
び
心
1
』
(紫
紅
社
、
二
〇
〇
三
年
)
に
は
、
「人
半
」
の

「三
福
神
の
宝
船
」
三
十
四
枚
揃

い
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
濱
田
信
義

『名
作
選

ぽ
ち
袋

下
』
(京
都
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
)
に
は
、
「人
半
」
の

「福
」



と
い
う
ぽ
ち
袋
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

戦
前
の
西
宮
に
も
、
遊
び
心
に
満
ち
た
趣
味
人
た
ち
が

い
ま
し
た
。
西
宮
神
社

(戎
さ
ん
)
を
信
仰
し
、
地
域
の
発
展

と
日
々
の
幸
せ
を
求
め
、
生
業
に
励
み
ま
し
た
。
ま

っ
た
く
の
ガ
ラ
ク
タ
の
よ
う
な
も
の
に
も
面
白
さ
を
見
出
し
、
さ
ら

に
そ
れ
を
深
め
て
い
こ
う
と
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
趣
味
の
い
も
つ
る

(芋
蔓
)
は
多
様
に
伸
び
て
、
地
域
を
越
え
て
人
々

は
繋
が
り
を
求
め
て
い
っ
た
の
で
す
。
何
物
に
も
代
え
難

い
内
心
の
自
由
、
対
等
な
人
間
関
係
、
こ
れ
こ
そ
人
間
社
会
の

根
底
を
支
え
る
も
の
で
す
。

し
か
し
戦
争
が
激
化
し
て
い
く
と
、
趣
味
の
世
界
に
も
軍
事
色
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
す
が
、
極
め
て
少

な

い
と
い
う
の
が
私

の
実
感
で
す
。
戦
争
は
個
人
の
内
心
と
生
活
を
最
も
踏
み
に
じ
る
も
の
で
す
。
雅
楽
多
宗

の
宗
員
た

ち
は
昭
和
十
九

(
一
九
四
四
)
年
春
ま
で
甲
子
展
を
開
催
し
ま
す
が
、
翌
年
に
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
戦
災
に

よ

っ
て
彼
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
家
屋
や
人
の
生
命
と
同
様
に
破
壊
焼
失
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と

共
に
生
活
し
て
き
た
人
々
は
、
戦
争
を
通
じ
て
、
地
域
そ
し
て
日
本
社
会

]
般
の
問
題
に
も
眼
を
向
け
ざ
る
を
え
な
く

な

っ
て
い
き
ま
す
。
戦
後
、
雅
楽
多
宗
は
甦
り
、
新
た
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
自
己
の
趣
味
に
よ

っ
て
、
よ
り
個
の

世
界
を
見

つ
め
る
人
も
い
れ
ば
、
社
会
的
繋
が
り
を
よ
り
求
め
て
い
く
人
も
い
る
の
で
す
。
多
く
の
人
々
は
そ
の
バ
ラ
ン

ス
の
中
で
生
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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私
は
、
大
阪
の
三
宅
吉
之
助
が
関
わ

っ
た
千
社
札
や

(創
作
)
玩
具
な
ど
に
も
関
心
が
あ
り
、
調
査
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
「
西
宮
雅
楽
多
宗
」
の
宗
員
の
も
の
に
は
ま
だ
出
会

っ
て
い
ま
せ
ん
。
永
井
清
司
や
浅

田
柳

一
な
ど
の
趣
味

の
世
界
に

は
、
ま

こ
と
に
奥
深

い
も

の
が
あ

る
の
で
す
。

《
追
記
》

(1
)
「書
林
か
み
か
わ
」
よ
り
入
手
し
た
筆
者
所
蔵
写
真
の
全
容

A

「西
宮
雅
楽
多
宗
」
関
係

(二
十
葉
)

※
写
真
裏
に
撮
影
年
月

・
記
念
撮
影
の
全
体
写
真

(十
四
葉
)

第

一
回
宝
物
展
覧
会

第
二
回
宝
物
展
覧
会

懇
親
会

第
三
回
宝
物
展
覧
会

第
四
回
宝
物
展
覧
会

西
宮
郷
土
鈴
頒
布
記
念

第
五
回
宝
物
展
覧
会

第
六
回
宝
物
展
覧
会

第
七
回
宝
物
展
覧
会

鈴
塚
除
幕
式

木
戸
邸
・だ
る
ま
堂
見
学

第
十
回
宝
物
展
覧
会

昭
和
五
年
八
月
八
日

昭
和
六
年
十
月
十

一
日

昭
和
六
年
十
月

昭
和
七
年
十
月
九
日

昭
和
八
年
十
月
八
日

昭
和
九
年
五
月
十
三
日

※
二
種
あ
り

昭
和
九
年
十
月
二
十
八
日

昭
和
十
年
十
月
二
十
日

昭
和
十

一
年
十
月
十

一
日

(
一
部
は
日
ま
で
)
を
鉛
筆
書
き
で
記
載
し
た
も
の
あ
り

※
西
宮
市
立
幼
稚
園
で
撮
影

※
西
宮
市
公
会
堂
で
撮
影

※
西
宮
市
役
所
地
下
食
堂

※
西
宮
市
公
会
堂
で
撮
影

※
西
宮
市
公
会
堂
で
撮
影

(澄
ま
し
顔
と
笑
顔
)。
西
宮
市
公
会
堂
で
撮
影
か

※
西
宮
市
公
会
堂
で
撮
影

※
西
宮
市
公
会
堂
で
撮
影

※
西
宮
市
公
会
堂
で
撮
影
。
「西
宮
に
お
別
れ
記
念
」
鉛
筆
書
き

昭
和
十
五
年
八
月
四
日

昭
和
二
十
三
年
六
月
六
日

昭
和
二
十
四
年
二
月
十

一
～
十
六
日

※
浄
願
寺
説
教
所
で
撮
影

※
だ
る
ま
堂
で
撮
影

※
松
阪
屋
四
階
展
覧
会
場
で
撮
影
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懇
親
会

※
浅
田
柳

一
が
行
司
役

※
浄
願
寺
で
撮
影

高
山
岩
三
郎
の
生
前
葬
か

個

人
写
真

(六

葉
)

永
井

清

司

・
手
拭

い
の

コ
レ
ク

シ

ョ

ン

※
裏

に

「
粋

な
湯
上

り
姿

」
の
青
鉛

筆
書

き

浅

田
柳

一
・
ダ

ル

マ
の

コ
レ
ク

シ

ョ

ン

※
裏

に

「
六

、
一
〇

」
の
鉛
筆

書
き

。
昭

和
六

年
十

月
十

一
日
、
第

二
回
宝
物

展
覧

会

に
出
展

中

川
黙

音

・
コ
レ
ク

シ

ョ

ン
種

々

藤
井

千

鼠
庵

・
ネ
ズ

ミ

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン

※
裏

に

「
寿

新
春
鼠

の
初
暗
」
の
鉛

筆
書

き

□

(
第
十

番
)
・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
種

々

□

・
郷
土

玩

具

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン

※
裏

に

「
蒐
集

字

の
ぞ

記
」
の
鉛
筆

書

き

B

そ

の
他

(七

十

五
葉
)

・

個

人
写
真

(十

一
葉

)

※

「
西
宮

雅
楽

多
宗

」
の
宗
員

が
含

ま
れ

て

い
る
可

能
性

も
あ

る
。

・
絵

葉
書

・
宝
船

な
ど

の
複

写

・
玩

旦
ハ
・
扇

子
な
ど

の
写
真

(
六
十

四
葉

)
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「西
宮
雅
楽
多
宗
」
関
係
写
真
は
、
開
創
時
の
三
十
三
人
の
宗
員
の
誰
か
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
現
在
、
私
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の

以
外
、
他

で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
多
く
の
宗
員
は
西
宮
、
阪
神
間
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
戦
災
な
ど
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
記
念
写
真
を
失

な
っ
た
。
「西
宮
雅
楽
多
宗
」
と
は
無
関
係
と
思
わ
れ
る
写
真
の
来
歴
も
不
明
で
あ
る
。

(2
)
『記
録

西
宮
雅
楽
多
宗

昭
和
五
年
五
月
五
日
』
の
戦
前
の
活
動
に
関
す
る
記
述

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
「阪
神
沿
線
ご
あ
ん
な
い
ー
に
し
の
み
や
の
郊
外
生
活
-
」
展

(西
宮
郷
土
資
料
館
、
二
〇

一
五
年
七
月
十
八
日
～
八
月

三
十
日
)
で
展
示
さ
れ
た
。
終
了
後
の
九
月
九
日
に
つ
ぶ
さ
に
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ノ
ー
ト
は
A
5
判
五
十
頁
、
途
中
と
最
後
に
五
頁
の

白
紙
が
あ
る
。
昭
和
二
十

(
一
九
四
五
)
年
八
月
五
日
深
夜
か
ら
六
日
未
明
に
か
け
て
の
西
宮
大
空
襲
で
、
総
本
山

(事
務
局
)
の
音
馬
福
蔵
宅



に
保
管
さ
れ
て
い
た
戦
前
の
記
録
集
や
宗
印

・
宗
旗
な
ど
す
べ
て
が
焼
失
し
た
た
め
、
戦
後
、
執
事
と
称
し
た
浅
田
耕

一
郎

(柳

一
)
が
自
分
の

記
憶
を
も
と
に
、
前
半
部
に
戦
前
の
記
録
を
記
し
、
後
半
部
に
そ
の
続
き
と
し
て
昭
和
二
十

一

(
一
九
四
六
)
年
の
例
会
記
録
を
書
き
添
え
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
の
戦
前
部
分
の
章
立
て
と
、
戦
前
の
記
録
と
し
て
新
た
に
判
明
し
た
特
筆
す
べ
き
事
項
を
紹
介
す
る
。

前
半
の
記
録
部
分
の
章
立
て

(便
宣
上
、
通
し
番
号
を
付
す
)
。

「西
宮
雅
楽
多
宗
」
沿
革

1
本
宗
開
創

2
雅
楽
多
宗
展
覧
会

3
甲
子
に
関
す
る
展
覧
会

争
犠
牲
者

8

『鈴
塚
』
建
立

9
戦
争
勃
発

10
宗
員
の
戦
災

4
住
職
総
会

5
西
宮
郷
土
鈴
頒
布
会

6
物
故
宗
員
追
悼
会

11
終
戦
後
の
本
宗

12
本
宗
再
発
足

13
追
記
。

7
戦

1
で
は
、
創
立
委
員
は
高
山
岩
三
郎

・音
馬
福
蔵
・
浅
田
耕

一
郎
・
多
喜
幸
三
郎
・
八
馬
壽

一
・勝
部
正
造

・中
川
元
三
郎

・永
井
清
司
・
宮
本
圓

心
の
九
人
、
総
本
山
を
音
馬
福
蔵
宅
に
置
く
と
記
述
。

2
で
は
、
「第

一
回
展
覧
会
を
開
い
て
阪
神
在
住
の
趣
味
人
を
驚
嘆
さ
せ
た
。
而
し
何
と
云
っ
て
も
初
め
て
の
催
し
で
あ
り
、
各
自
の
蒐
集
品

も
微
々
た
る
も
の
で
、
先
輩
の
大
家
か
ら
見
れ
ば
正
に
噴
飯
展
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。」
と
記
述
し
つ
つ
も
、
市
内
で
は
好
評
で
、
西

宮
市
役
所
主
催
の

「広
告
意
匠
展
覧
会
」
「郷
土
み
や
げ
品
競
技
会
」
な
ど
に
出
品
の
懇
請
が
あ
っ
た
と
い
う
。

3
で
は
、
甲
子
展
で
は
毎
年
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
土
鈴
を
参
会
者
に
頒
布
し
た
と
あ
る
。

4
で
は
、
各
宗
員
の
集
会
や
座
談
会
、
茶
話
会
な
ど
を
住
職
総
会
と
呼
び
、
警
察
署
跡
の

「本
町
会
館
」
を
会
場
と
し
て
年

四
、五
回
催
し
て

い
た
。
そ
こ
が
八
馬
兼
介
の
所
有
と
な
っ
て
か
ら
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
昭
和
十

一
年
か
ら
浄
願
寺
説
教
所
に
変
更
し
た
。

戦
前
の
住
職
会
議
の
記
録
は
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。

6
で
は
、
戦
前
に
亡
く
な
っ
た
宗
員
が
判
明
す
る
。
昭
和
十
年
に
木
村
幽
名

・
喜
田
新
介

・
牧
壽
太
郎
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
翌
年
六
月
九
日

午
後
八
時
か
ら
産
所
町
の
順
心
寺
で
追
悼
の
会
が
開
か
れ
た
。
廣
田
住
職
の
読
経
、
宮
本
圓
心
の
追
悼
文
朗
読
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
四
、

五
年
で
八
馬
壽

一
・小
林
康
治
・
永
井
長
兵
衛
・
川
西
空
彌
・松
井
如
套
・藤
飯
治
三
郎
が
亡
く
な
っ
た
。

7
で
は
、
宗
員
の
橘
弥
三
郎
が
日
中
戦
争
で
戦
死
し
た
と
あ
る
。

8
に
は
、
鈴
塚
建
立
時
の
宗
員
三
十
人
の
氏
名
が
イ
ロ
ハ
順
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
氏
名
は
鈴
塚
の
裏
面
下
部

(台
石
か
)
に
刻
し

た
と
あ
る
が
、
現
在
の
鈴
塚
に
は
そ
の
よ
う
な
痕
跡
は
な
い
。
全
員
が
結
成
時
の
宗
員
か
ど
う
か
即
断
で
き
な
い
が
、
全
員
の
氏
名
は
左
記
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の
通
り
。

井
上
三
千
雄
・八
馬
壽

一
・音
馬
福
蔵
・岡
田
種
蔵
・川
西
空
彌
・勝
部
正
造
・高
山
岩
三
郎
・多
喜
幸
三
郎
・田
中
嘉
美
・橘
弥
三
郎
・永
井
清
司
・

中
川
京
二
・南
野
ツ
タ
・中
川
黙
介
・中
島
秋
月
・辻
繁
・山
内
恵
舟
・山
本
魚
石
・矢
野
倉
造
・松
井
如
套
・牧
金
逸
・古
塚
六
八
・藤
井
治
三
郎
・

米
谷
椒
魚
庵

・小
林
康
治
・
浅
田
耕

一
郎
・木
田
新
太
郎

・油
谷
新
蔵
・宮
本
圓
心
・浄
願
寺
十
七
世
正
寿
院
代
。

碑
面
の
揮
毫
は
大
久
保
櫻
外
。
裏
面
に
は

「皇
紀
二
千
六
百
年

創
立
十
周
年
記
念

西
宮
雅
楽
多
宗

昭
和
十
五
年
五
月
建
立
」
の
文
字

が
深
く
刻
さ
れ
て
い
る
。

10
で
は
、
空
襲
に
よ
る
宗
員
の
犠
牲
者
は
な
か
っ
た
が
、
蒐
集
品
を
焼
失
し
た
宗
員
の
無
念
の
思
い
を
記
し
て
い
る
。
音
馬

・
永
井

・
多
喜

・

浅
田

・
井
上

・
勝
部

・
中
川
元
三
郎
は
す
べ
て
を
失
な
っ
た
。
宮
本
は
奥
座
敷
の
み
焼
失
し
た
が
、
蒐
集
品
の
半
数
は
救
え
た
。
高
山
は
尼

崎
に
転
居
し
て
い
た
の
で
難
を
逃
れ
た
が
、
戦
後
に
高
潮
で
す
べ
て
を
失
な
っ
た
。
中
川
京
二
は
蒐
集
品
の
半
数
と

一
緒
に
六
甲
山
麓
に
疎

開
し
て
い
た
。

今
回
の
展
示
品
の
な
か
に
、
豆
本

『わ
ら
ん
べ
』
六
号

(京
都
わ
ら
ん
べ
会
、
昭
和
十
八
年
十
月
)
が
あ

っ
た
。
そ
れ
に
目
を
通
し
て
い
る
と
、

「(巌
谷
)
小
波
山
人

遺
墨
展
」
(昭
和
十
七
年
十

一
月
二
十
二
日
)
に
、
永
井
清
司
と
宮
本
圓
心
が
出
席
し
て
い
た
記
録
が
載

っ
て
い
る
。

永
井
は
絵
画
が
得
意
で
、
晩
年
、
戦
災
で
失
わ
れ
た
在
り
し
日
の
西
宮
の
風
景
画
を
よ
く
描
い
て
い
た
。
永
井
の
絵
は
西
宮
郷
土
資
料
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
の
日
か
、
忘
れ
ら
れ
た
西
宮
の
趣
味
人
展
が
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。
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-

学
芸
員
の
弾
正
原
佐
和
氏

の
御
教
示
に
よ
る
。
小
林
好
燐
あ
て
の
葉
書
表
に
は
、
大
き
な
丸

い
記
念
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
巨
大
な

マ
ス
ト
の
図
柄
に
、

「日
満
欧
亜
連
絡
敦
賀
満
汐
線
」
の
文
字
と

「
(昭
和
)

一
一
一〇
」
①
」
の
日
付
け
が
あ
る
。
満
州
国
牡
丹
江
太
平
路

六
ノ
九

東
洋
炭
業
株
式
会
社
出
張
所
に
当
面
住

ま

い

(「
や
ど
り
木
」
)
と
し
た
。
翌
年

の
昭
和
十

二
年
の
年
賀
状
に
は
、
南
牡
丹
江
駅
す
ぐ
東
に
建
立
さ
れ
て
い
た

「戦
跡
記
念
地
」
碑
の
ス
ケ
ッ
チ
画
と
そ
の
解

説
文
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

、

「ご
自
慢
く
ら
べ
11

私
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
(『
大
和
新
聞
」二

九
五
五
年
四
月
五
日
)
に
よ
れ
ば
、
浅
田
は
戦
災

で
す
べ
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
焼
失
さ
せ
ら
れ

た
の
で
、
昭
和
十
九
年
頃
か
ら
始
め

て
い
た
瓦
の
蒐
集
な
ら
ば
焼
け
る
こ
と
は
な
い
と
思

い
、
戦
後
は
焼
け
跡
の
瓦
な
ど
を
蒐
集
し
始
め
た
。

こ
の
記
事

に
は
瓦
の

山
を
前
に
し
た
浅
田
の
写
真
、
夫
婦
の
瓦
蒐
集

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

、

「阪
神
沿
線
ご
あ
ん
な
い
ー
に
し
の
み
や
の
郊
外
生
活
1
」
展

(西
宮
郷
土
資
料
館
、

二
〇

一
五
年
七
月
十
八
日
～
八
月
三
十
日
)
が
開
催
さ
れ
た
折
に
、
「西
宮

雅
楽
多
宗
」
の
資
料
が
展
示
さ
れ
た
。

『記
録

西
宮
雅
楽
多
宗

昭
和
五
年
五
月
五
日
』
の
小
冊
子
、
「
西
宮
雅
楽
多
宗
」
の
印
章
な
ど
は
、
戦
後

の
も
の
で
あ
る
。

詳
し
く
は
展
示
終
了
後
に
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

(追
記

(2
)
を
参
照
)。
さ
ら
に

「戦
災
趣
味
品
追
憶
祭
」
の
案
内
書
も
展
示
さ
れ
た
。
拙
稿

「『
西
宮
雅
楽
多



宗
の
鈴
塚
』
に
つ
い
て
」
の
余
白
に
、
鈴
木
博
久
氏

(神
戸
土
鈴
友
の
会
会
長
)
が
、
所
蔵

し
て
い
る
も
の
を
参
考
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
此
の
た
び

実
物
を
目
に
し
て
、
「戦
災
趣
味
品
追
憶
祭
」
が
戦
後
最
初
の
本
格
的
行
事
で
あ
る
番
外
の
宝
物
展
覧
会
で
あ

っ
た
こ
と
に
確
信
を
得
た
。
宗
員
蒐
集
品
も
展
示
さ
れ

た
が
、
戦
前
も
の
と
戦
後
の
も
の
が
あ

っ
た
。
西
宮
郷
土
資
料
館

の
館
蔵
品
と
な

っ
た
経
過
は
ま
だ
す
べ
て
判
明
し
て
い
な

い
。
同
館
学
芸
員
の
俵
谷
和
子
氏
に
御

教
示
を
得
た
。

、

浅
田
印
刷
所
の
場
所
は
、
飯
田
寿
作

『
酒
都
遊
観
記
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「昭
和
十
六
年
現
在

西
宮
市
商
店
街
復
元
図
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
浅
田
柳

一
は

「ま
た
ま
た
引
ツ
越
で
す
」
と
い
う
転
居
通
知
の
葉
書

(堀
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
)
を
、
「
つ
ば
く
ろ
通
信
」
と
銘
打

っ
て
出
し
て
い
る
。
新
居
を
燕
巣
庵
と
称
し
た
。
弾

正
原
佐
和
氏

の
御
教
示
に
よ
る
。
ま
た
、
柴
橋
明
子
氏

(
元
、
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
学
芸
員
)
は

「
笹
部
さ
く
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
1
浅
田
柳

一
氏
と
西
宮
雅

楽
多
宗
ー
」
(
『西
宮
文
化
協
会
会
報
』
五
五

一
号
、
二
〇

一
四
年
二
月
)
で
、
浅
田
の
略
歴
と
午
年
昭
和

二
十
九
年

の
浅

田
の
年
賀
状
な
ど
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
る
。

、

南
野
武
衛
氏
は

『西
宮
文
学
風
土
記
【上
一』
(神
戸
新
聞
出
版
セ

ン
タ
ー
、

一
九
八
二
年
)
で
、
音
馬
福
蔵

・
実
蔵
兄
弟
の
事
績
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
弟
の
実

蔵
の
ペ

ン
ネ
ー
ム
は
実
。
兄
の
ガ
ラ
ス
商
を
手
伝
い
な
が
ら

『
万
葉
集
』
を
好
ん
だ
歌
人
で
あ

っ
た
。
「吾
妹
子
に

い
つ
か
し
め
さ
ん

津
の
国
の

津
奴
の
松
原

に

松
の
樹
は
な
し
」
は
、
「我
妹
子
に

猪
名
野
は
見
せ

つ

名
次
山

角
の
松
原

い
つ
か
示
さ
む
」
(高
市
黒
人

『
万
葉
集
』
巻
三
-
二
七
九
)
を
本
歌
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
独
身
の
ま
ま
、
昭
和
二
十
年
八
月
五
日
深
夜
か
ら
六
日
未
明
の
大
空
襲
で
戦
災
死
し
た
。

松
原
神
社

(
西
宮
市
松
原
町
)
境
内
に
、
「老
松
之
碑

昭
和
二
年
三
月
枯
朽

高
六
拾
尺

目
通
拾
壱
尺

年
輪
数
四
百
五
拾
」
と
刻
し
た
小
さ
な
石
碑
が
建

っ

て
い
る
。
音
馬
実
蔵
は

「西
宮
雅
楽
多
宗
」
の
宗
員

に
な
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、

こ
の
碑
は
建
て
ら
れ
た
。
兄
の
福
蔵
と
同
様
に
地
域
文
化
の
担

い
手

の

一
人
で

あ

っ
た
。

,

「神
戸
土
鈴
友
の
会

第

一
五

一
回
例
会
」
(平
成
二
十
五
年
十

一
月
十
日
)
で
、
私
は

「
『西
宮
雅
楽
多
宗
一=
写
真
史
料
(山
内
所
蔵
)に
つ
い
て
」
、
弾
正
原
佐
和
氏

は

「堀
内
ゑ
び
す
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
に
あ
る
土
鈴
」
と
題
し
て
講
話
し
た
。

こ
の
時

の
弾
正
原
氏

の
レ
ジ

ュ
メ
に
よ
る
。
弾
正
原
氏
は
当
日
の
こ
と
を

「
い
も
つ
る

～
今
も
続
く
趣
味
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～
」
(
一「=
〉
ス
⊂
し。
=
ヌ
〉
』
Z
o
」
⑩
α
、

二
〇

二
二
年
十

二
月
)
と
し
て
報
告
し
て
い
る
。
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